














Kwansei Grand Challenge 2039 にむけて








　上記は、1963年 8月 28日にワシントン DCの
リンカーン記念館において米国の公民権運動の
リーダーであったマーティン・ルーサー・キング









　本稿では、「This is Me! 私を束ねないで」を



































































5月 14日（火） 13:30～ 15:00（参加者：10名）
  15:10～ 16:40（参加者：4名）
　　　　　　　   16:50～ 18:20（参加者：10名）
「最初で最後のキス」（105分、イタリア）
















































































































































































































































































































































































































































３．Kwansei Grand Challenge 2039 にむけて




戦略」からなる「Kwansei Grand Challenge 2039」










































第7回関学レインボーウィークを中心とした関西学院における多様性尊重の取り組み：Kwansei Grand Challenge 2039にむけて
69
　私には夢がある。いつの日か関学が立ち上がり、
2014年にグルーベル院長（当時）が制定した「こ
のコミュニティに集うすべての者－学生・生徒・
児童・園児、教員、職員、同窓、およびその家
族－は、性別、年齢はもとより、国籍、人種、
民族、出身地、主たる言語、宗教・信仰、身体的・
精神的特徴、セクシュアリティ、あるいは経験
や知識、文化や学問的背景などを異にしていま
す。関西学院は、こうした違いのあることを尊
び、この『多様性（ダイバーシティ）』こそが
私たちのコミュニティの強さであると信じてい
ます」というインクルーシブ・コミュニティ宣
言が、真の意味で実現されることを。私には夢
がある。いつの日か、すべての学生および教職
員が、SOGIではなく人格で評価されるキャン
パスとなることを。
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